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令和４年度益子町教育委員会活動状況評価報告  

 

１ 点検・評価について  

 

（１）趣旨 

   「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条に基づき、教育委員会は、

毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果について報告書を作成し、議会に提出するとともに公表をする。 

 

（２）目的 

   教育委員会の各施策・事業について着実に実施されているか、また、効果的に行

われているかについて、教育委員会自ら点検・評価を行うことにより、今後より一

層の教育行政を推進するとともに、町民に対し教育行政の説明責任を果たしていく

ことを目的とする。  

 

（３）点検評価の方法 

   点検・評価の客観性を確保するほか、教育に関し学識経験を有する者の知見の活

用を図るため、教育委員会活動の自己点検・評価外部検討委員会を開催して、教育

委員会の各施策・事業について各担当より説明し、外部評価委員から意見、助言を

求める。 

    

外部評価委員 

 

氏   名 

 

所  属  等 

 

渡 邉 重 雄 

 

元町議会議員 

 

清 水 皓 太 

 

ＰＴＡ代表 

 

手 塚 朗 彦 

 

元小学校長 

 

日下田 欣 一 

 

民生児童委員代表 

 

 

（４）評価方法  

   評定はＡからＤで行い、Ｄは改善策を示す。 

    Ａ 目標を大きく上回り優れている。 

    Ｂ 目標を上回り良好であるが改善の余地がある。  

    Ｃ 目標上にあり満足であるが改善すべき点がある。 

    Ｄ 目標を下回り改善を要する。 
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２ 点検・評価結果  

 

◎評価のまとめ 

 （１）教育行政全般   （ 評価最頻値 ： Ａ ） 

ア 特に良好であった内容 

なし 

 

 

 

 イ 特に改善を要する内容 

   なし 

 

 

 改 善 策  

 

 

 

 

 （２）学校教育          （ 評価最頻値 ： Ａ ）  

ア 特に良好であった内容 

①  学力・学習状況調査結果について 

 

 

 

イ 特に改善を要する内容 

①  奨学資金の未納対策について 

 

 改 善 策  

 未納者の返済が困難な場合、債権放棄等

 も視野に入れる。 

 

 

 

 （３）生涯学習          （ 評価最頻値 ： Ａ ）  

ア 特に良好であった内容 

①  移動図書館（ＢＭ）の導入について 

②  体 育 施 設 照 明 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 に つ い て  

③  国体の開催について 

 

 

イ 特に改善を要する内容 

   なし 

 

 

 改 善 策  
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〔 教育行政全般 〕 

項  目
 

 

評 価 指 標
 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１ 

教育行政基

本方針の策

定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）新教育基本法を踏

まえ教育行政基本方針

が策定されている。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

毎年２月、定例教

育委員会で「益子

町教育行政基本方

針」を策定してい

る。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教育行政基本方針

を議会に公表してい

る。 

 

Ａ 

 

 

 

２月の全員協議会

において説明して

いる。 

 

（３）毎年度教育基本方針

の内容を見直し、その

成果を評価している。 

 

Ａ 

 

 

 

成果指標のとおり

目標が達成され

た。 

 

２ 

定例教育委

員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）定例教育委員会開

催の告知をしている。 

 

 

 

 

Ａ 

   

   

 

 

 

町内３か所の告示

板で告示を行うほ

か、広報ましこ

「お知らせ版」に

て告知している。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）会議では適切な意

見交換が行われてい

る。 

 

 

Ａ 

   

   

 

 

教育長の進行によ

り各委員から積極

的に意見が出され

ている。 

 

（３）定例教育委員会には

全員の教育委員が出席

している。 

 

Ａ 

   

 

 

定例教育委員会時

に日程を調整し、

全員出席してい

る。 

 

（４）会議録が整理されて

いる。 

 

Ａ 

 

 

会議録を整備して

いる。 

 

３ 

教育委員会

の評価と結 

果公表 

 

 

 

 

（１）教育委員会の活動

について評価を実施し

ている。 

 

Ａ 

 

 

 

平成２０年度から

活動状況点検と評

価を実施してい

る。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価結果を公表して

いる。 

 

 

Ａ 

 

 

 

毎年議会に報告す

るほか、益子町Ｈ

Ｐ上において公表し

ている。 
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項  目
 

 

評 価 指 標
 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

４ 

教育委員が

出席する行

事 

 

 

 

 

 

（１）委員が出席する行

事は、委員間で協議し

共通理解をしている。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

定例教育委員会に

おいて、予定表に

基づき行事日程を

協議・理解してい

る。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教育委員が出席す

る行事は関係委員が

出席している。 

 

Ａ 

 

 

 

欠席とならないよ

う、日程の調整を

している。 

 

５ 

教育委員研

修 

 

 

 

 

 

（１）教育委員研修は芳

賀管内で連携し実施し

ている。 

 

－ 

 

 

 

新型コロナウイル

ス感染防止のため

実施できなかっ

た。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研修に教育委員が

積極的に参加してい

る。 

 

 

Ａ 

 

 

 

定例教育委員会に

おいて、研修の時

間を設け、教育

に係わる内容の

研修を教育長よ

り受けている。 
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〔 学校教育 〕 

項  目
 

 

評 価 指 標
 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

６ 

小学校外国

語活動（英

語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）児童の外国語活動

におけるコミュニケー

ション能力の素地を育

成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童アンケートよ

り「外国語活動

（英語）の授業は

好きである：

79.9％）」「外国

語活動（英語）の

授業に進んで参加

している：90.8%」

「外国語活動（英

語）の授業で、先生

や友達とのコミュニ

ケーションは楽し

い：83.0％」「外国

語活動（英語）の授

業中、先生や友だち

に英語を使って自分

の考えを伝えること

ができる：78.1%」

の肯定的な回答率を

得た。児童が積極的

にコミュニケーショ

ンを図ろうとする態

度を育成することが

できた。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲小学校から中学

校に上がった段階

での英語の授業内

容に戸惑う子ども

がいる。 

小学校と中学校と

で連携を図ってほ

しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）授業研究会や外国語

活動研修会、授業力ア

ップ講座を行い、授業

改善への取組を推進し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校3年生以上

の外国語科活動及

び外国語科の授業

については、外国

語専科教員がＡＬ

Ｔと実施している。

それに伴い、対象を

外国語専科教員等と

した授業研究会及び

研修会を実施し、指

導力の向上を図っ

た。 

 

 

                                                                

             

 

 



6 

 

 

項  目
 

 

評 価 指 標
 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

７ 

魅力ある学

校づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）児童生徒指導部会

や研修会等を行い、小

中学校が連携し、不

登校やいじめを未然

に防ぐことをねらい

とした取組を推進し

ている。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

hyper-ＱＵ調査を

実施し、指導者が

帰属意識の高い学

級づくりを行い、

児童生徒一人一人

の自己有用感を高

められた。令和5

年度はWEBQUを導

入し、その結果を

学級経営に反映さ

せることで、不登

校やいじめを未然

に防ぐ手立てとし

たい。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学力調査の結果

からは、益子町の

教育は頑張ってい

るとの印象を受け

る。今後もより一

層の取組みをお願

いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）全国学力・学習状

況調査やとちぎっ子学

習状況調査、益子町学

力学習状況調査を実施

し、その結果を分析

し、児童生徒の学力向

上に向けて、組織的に

取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学校の学力向上

改善プランの作成

を支援し、学習指

導に関わる検証改

善サイクルを確実

に運用させ、児童

生徒一人一人の学力

や教師の指導力の向

上が図れた。全国学

力・学習状況調査

(小６)では、都道府

県別順位国語全国第

７位相当、算数全国

９位相当の結果であ

った。益子町学力学

習状況調査では、１

６教科中１５教科で

全国平均を超える良

好な結果が得られ

た。 

（３）教育課程特例校制度  

における年間指導計・

単元計画を作成し、専

科教員、学級担任主導

で毎時間ALTとのチーム

ティーチングで外国語

活動を実施している。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

年間指導計画をも

とに、専科教員、

ALTとのチームテ

ィーチングで外国

語の授業を工夫し

ながら実施するこ

とができた。 
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項  目
 

 

評 価 指 標
 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

８ 

特別支援教

育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）対象の園児・児童

生徒の様子を観察し、

保護者と教育相談を

行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度から

開始した各園への

巡回相談（年長児

対象）を令和４年

度も引き続き実

施。対象となる子

どもの詳細な現状

把握ができた。ま

た臨床心理士・

園・学校・保健セ

ンターとの情報共

有をより密に行う

ことができ、早期

から保護者との教

育相談に取り組む

ことができた。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）能力に見合った適切

な教育機関への就学指

導を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象となる子ども

の知能発達検査等

を実施し、客観指

標をもとに保護者

に対し就学相談を

複数回実施した。

指標の採用や資料

等により対象児童

への指導方針も明確

にすることができ

た。 

（３）教育支援委員会を適

宜開催している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各小中学校の担当

者会議を８月に開

催し、入級判定基

準の確認や会議資

料・個別の指導計画

資料の作成方法等に

ついて情報交換・共

有を行った結果、よ

り適切に会議を開催

することができた。

また、３月にも担当

者会議を開催し、次

年度へ向けての情報

交換や共通理解を図

ることができた。 
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項  目
 

 

評 価 指 標
 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

９ 

備品管理 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学校備品台帳のデ

ータベース化を推進

している。 

 

Ａ 

 

 

 

新規購入物品に

ついてデータ入力

を行った。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）既存台帳の整理を

随時行っている。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

既存台帳内容の確

認を学校ごとに実

施し、事務局保管

台帳の加除を行っ

た。 

１０ 

生活適応指

導教室の運

営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学校生活適応指導

教室の運営が円滑に行

われている。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

室長を中心に通級

児童生徒に対して

きめ細やかな指導

助言に努め、充実

した運営を行っ

た。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「学校に行けな

い、行かない」子ども

達に居場所を提供し、

個別学習、相談や体験

活動等を通し、社会に

出て行くための基礎づ

くりをしている。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども達の実態に

応じた個別学習の

場を設定したり、

調理実習や校外学

習等を実施したりす

ることができた。ま

た、学校や教育委員

会と連携を図りなが

ら、子ども達や保護

者と教育相談を行っ

た。 

１１ 

学校施設工

事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）教員等学校現場の

意向を反映している。 

 

 

Ａ 

 

 

 

設計の段階から、

学校と綿密に連携

を図り、意見を反映

させた。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事業に必要な財源の

確保がされている。 

 

Ａ 

 

 

財源を確保し実施

することができ

た。 

（３）計画通りの工期に従

い実施されている。 

 

Ａ 

 

計画どおり実施し

た。 

（４）工事に伴う生徒の安

全確保がなされてい

る。 

 

Ａ 

 

 

 

隔週開催している

工事打合せの中

で、生徒の安全確

保に努めた。 
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項  目 

 

評 価 指 標 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１２ 

学校施設維

持管理 

 

 

（１）学校の実態を十分

に把握し、適切に学校

施設の維持管理を行っ

ている。 

 

Ａ 

 

 

 

 

学校の実態を把握

した上で、緊急性

の高いものから順次

修繕を行った。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 

中学生海外

派遣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）中学生海外派遣事

業実施委員会を開催

し、派遣先やカリキ

ュラムの検討を行っ

ている。 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイル

ス感染防止のため

実施できなかっ

た。 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）派遣する中学生の

事前指導・事後指導

が円滑に行われてい

る。 

 

－ 

 

 

 

新型コロナウイル

ス感染防止のため

実施できなかっ

た。 

 

（３）派遣中の情報収

集、保護者への情報提

供が適切に行われてい

る。 

－ 

 

 

新型コロナウイル

ス感染防止のため

実施できなかった。 

１４ 

奨学資金貸

与 

 

 

 

 

 

 

 

（１）経済的に修学が困

難かつ、修学の意欲の

ある者に奨学資金貸与

制度の周知を行ってい

る。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

令和５年度以降に

向け、卒業後、益

子町に定住にする

ことにより、奨学

金の返還を免除と

する制度の改正を

行った。 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲所在の追跡が困

難な未納者には債

権放棄等も視野に

対応する必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）奨学資金の未納者に

対する追跡調査を行

い、奨学資金の適正な

管理を行っている。 

 

Ｃ 

 

 

 

 

引き続き、催告書の

郵送や電話、戸別訪

問を継続して行って

いる。 

 

１５ 

スクールバ

ス運行 

 

（１）スクールバスを円

滑に運行している。 

 

 

Ａ 

 

 

 

学校からの情報提

供を得て円滑に運

行できた。 

 

Ａ 
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項  目 

 

評 価 指 標 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１６ 

学校給食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）委託業者との連携

を密にし、安全・安

心な給食の提供を行

っている。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日、委託業者と

打合せを行い、情

報共有や共通認識

をもつことがで

き、円滑に給食を

提供できた。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地元食材を活用し

地産地消の取り組み

を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡや農政課と打

合せをし、安全・

安心な地元食材の

優先的な使用に努

めた。 

 

 

 

 

 

 

（３）アレルギーに配慮し

た給食の提供を行って

いる。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校給食におけ

る食物アレルギー

対応マニュアル」

に基づき、食物ア

レルギーを持つ児

童生徒に対し面談等

を行い、代替食・除

去食の提供を適切に

行った。 

 

（４）給食費の未納対策を

行っている。 

 

Ｂ 

 

 

学校と連携し、未

納解消に努めた。 
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〔 生涯学習 〕 

項  目 

 

評 価 指 標 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１７ 

生涯学習並

びに社会教

育の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）いきいき講座の利

用促進・自主教室の充

実を図っている。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

いきいき講座は町

民編６７講座、行

政編７２講座を開

設。自主教室は６

１教室開催し、生

涯学習の充実を図

った。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域ぐるみ活動

は地域コミュニテ

ィの核となる事業

である。内容を検

討し再開してもら

いたい。 

 

○ 移 動 図 書 館

（ Ｂ Ｍ ） は 図 書

館 の あ り 方 を 問

わ ず 、 利 用 者 を

増 や す に は 良 い

取 組 み で あ る 。

今 後 も Ｐ Ｒ に 努

め て も ら い た

い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校支援ボランテ

ィアやコーディネー

ター交流会等を通し

学社連携・融合事業

の推進を図ってい 

る。 

Ａ 

 

 

 

 

 

広報誌を作成し活

動をＰＲした。 

 

 

 

 

（３）青少年教育並びに

成人教育の推進を図

っている。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

青少年健全育成、

女性団体の支援を

行っている。 

また青少年から高

齢者まで各年代ご

とに講座開設を行

った。 

（４）地区ぐるみ活動等

地域コミュニティ活

動の充実を図ってい

る。 

Ｂ 

 

 

 

生涯学習推進協議

会と連携した地域

コミュニティの醸

成を図った。 

（５）町民と協働し花で

包まれたまちづくり

を行っている。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

大規模花畑や花い

っぱいコンクール

の開催、フラワー

ボランティア活動

等を行い、花で包

まれたまちづくり

を行った。 

（６）未来大学を開設し

まちづくりに関する講

座の実施及びアクショ

ンプランを作成する。 

 

Ａ 

 

 

 

 

益子芳星高校２年

１組を対象に町民

大学の後継事業と

し１６講座（内１

講座中止）を実施

した。７つの班が

それぞれアクション

プランを作成し２

つの班が実践を行

った。  
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項  目 

 

評 価 指 標 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１７ 

生涯学習並

びに社会教

育の充実 

 

 

 

 

 

 

 

（７）図書の充実と図書

ボランティアグループ

支援を行い、図書活動

の推進を図ってい 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動図書館（以下

ＢＭ）の導入に伴

い、ＢＭ用図書と

して児童書及びヤ

ングアダルト向け

図書の充実化に努

めた。 

また、ＢＭの導入

により、町内の幼

稚園保育園、小中

学校等を巡回し、

子どもの読書活動

の推進を図った。 

また、ボランティ

アグループと連携

し、利用しやすい

図書室づくりに努

めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８ 

文化関係事

業充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）歴史文化基本構想

や日本遺産を活用した

地域活性化事業を実

施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史文化基本構想

を軸とした、文化

財の保存と活用を

目的としてましこ

検定や世間遺産認

定を実施し、今後

も引き継いでいき

たい身近な風土・

風景・文化財等の

再認識を図ること

ができた。 

日本遺産事業につ

いては「かさまし

こ日本遺産活性化

協議会」において、

地域活性化につなげ

る取り組みを行うこ

とができた。 

 

Ａ 
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項  目 

 

評 価 指 標 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１８ 

文化関係事

業充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）芸術・文化の振興

を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化協会等文化団

体の指導育成、芳

賀地方芸術祭の実

施運営を行った。

自主事業として、

文化祭・音楽祭・

アマチュアバンド

コンサートの開催

により芸術・文化

活動の振興と充実

を図ることができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）文化財の保護に努

めている。 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

文化財保存事業の

推進、文化財指定

手続きの継続、文

化財保護意識の啓

発に努めた。 

詳細遺跡分布地図

が完成し、埋蔵文

化財の保護・活用

を推進していくた

めの基礎資料とす

る。 

 

（４）町民会館の管理運営

及び受付業務を適切に

実施している。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

会館ホールを活用

し、民謡・舞踊等

や小中学校等の吹

奏楽発表、ミュー

ジカル等を開催

し、文化交流の機

会を提供すること

ができた。でき

た。管理において

は、利用者の安全

確保、施設・機材

のメンテナンスの

徹底、利用者への

適切な説明等の対応

を行った。 
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項  目 

 

評 価 指 標 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１９ 

社会体育事

業充実 

 

（１）総合型地域スポ

ーツクラブの育成支援

を図っている。 

 

Ａ 

 

 

 

クラブと連携を図

り、クラブのＰＲ

と事業の適正な執

行に努めた。ま

た、南運動公園受

付業務について令

和４年度から業務

委託をした。 

 

Ａ 

 

 

○ 体 育 施 設 照 明

の Ｌ Ｅ Ｄ 化 は 利

用 者 に と っ て も

光 熱 費 の 削 減 の

面 か ら も 良 か っ

た 。  

▲ ス ポ ー ツ 少 年

団 加 入 者 数 の 減

少 理 由 に つ い て

確 認 を お 願 い し

た い 。  
（２）少年スポーツ教室

を開催し、心身の向

上を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

12月に栃木ゴール

デンブレーブスの

選手による野球教

室、2月に昭和電

工マテリアルズの

選手によるバドミ

ントン教室、ミズ

ノ所属選手による

ソフトテニス教

室、3月に栃木SC

選手によるサッカ

ー教室を3年ぶり

に開催することが

できた。また、卓

球金メダリストの

水谷隼氏を講師と

して講演会を開催

した。 

（３）体育施設の整備、

適切な管理運営を図っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南運動公園及び北

公園の施設修繕、

遊具点検及び修繕

など、利用者が安

全そして快適に使

用できるよう努め

た。また、総合体

育館、町民センタ

ー体育施設のLED

工事を行い、光熱

費の削減、利用者

が快適に使用でき

るよう努めた。 
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項  目 

 

評 価 指 標 

 

自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１９ 

社会体育事

業充実 

 

 

 

 

 

 

（４）スポーツ団体の育

成・支援を図ってい

る。 

 

Ｂ 

 

 

 

スポーツ少年団、

スポーツ協会等の

団体へ活動支援を

行ったが年々スポー

ツ少年団の加入者数

が減少している。 

  

（５）はが路ふれあいマラ

ソンを開催を通し、地

域住民のスポーツ参加

意欲の向上と芳賀郡市

のＰＲを図っている。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年12月の第3日

曜日に開催してい

る。コロナ対策の

検討や国内大会の状

況を注視しながらマ

ラソン事務局と進め

ていたが、実行委員

会にて大会中止が決

定となった。 

２０ 

国体推進事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）実行委員会等の会

議の開催や、関係機関

（共催市町、競技団

体等）との連絡調整

を行い、国体を開催

した。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町実行委員会にお

いては、総会、常

任委員会及び専門

委員会を開催し

た。また、共催市

町及び競技団体と

の打ち合わせを持

ち、業務内容の確

認や役割分担など

を調整し、国体を

無事開催すること

ができた。  

Ａ 

 

○しっかりと準備

がされており、無

事に開催できたこ

とは大変良かっ

た。 

（２）選手が最高のパフ

ォーマンスで力が発揮

できるよう、競技会場

の施設整備を行った。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

軟式野球会場の北

公園野球場、サッ

カー会場の南運動

公園を、選手が最高

のパフォーマンスで

力が発揮できるよう

施設整備を行った。 

（３）大会開催の機運を高

めるため、広報啓発活

動を行っている。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

効果的なPR方法

について検討を重

ね、広報啓発用物

品の配布や国体応援

隊の募集、各種イベ

ントによる広報PR

等を行った。 
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